山行実施報告書

平成　30年　6月　6日

	行き先
	尾瀬ヶ原(1,400ｍ)、尾瀬沼(1,660m)、沼山峠（1,780ｍ）
　所在地：群馬県片品村、福島県桧枝岐村の県境

	実施日／

天候
	平成３０年　６月３日（日）～４日（月）｛1泊2日｝天候：両日共に快晴

	参加者

（氏名）
	　　　合計　17名

	コースタイム
	一日目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　関越交通　　　　　シャトルバス

東京＝Maxとき305号＝上毛高原＝＝＝＝尾瀬戸倉＝＝＝＝鳩待峠――――山の鼻――-

7：48　　　　　　　　　　　　　8：54/9：30　　　　11：18/11：25　　12：00/12：30(昼食)　13：25/13：35

―-牛首分岐―――――竜宮十字路―――――見晴（桧枝岐小屋泊）　

14：20　　　　　　　　　15：00/15：15　　　　　　　　　15：45
二日目：

桧枝岐小屋――――白砂峠――――沼尻――――尾瀬沼ビジターセンター――――

6：20　　　　　　　　　7：38/7：45　　　　　8：10/8：20　　　　9：15/9：45

沼山峠展望台――――尾瀬沼山峠（反省会）＝＝＝＝＝会津高原尾瀬口駅＝＝＝＝＝

10：30/10：40　　　　　　11：00/12：40　　　　　　　　　　　　　　14：55/15：15　　　　

（特急リバティ会津140号）＝＝浅草

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18：15　

凡例　　＝＝＝交通機関利用　　　―――徒歩

	費　用
	交通費：起点(東京)

　電車賃　往路(東京→上毛高原)：2,590円、新幹線料金（東京⇔上毛高原)：2,800円
　 　　　　　復路(会津高原尾瀬口→浅草)　2,620円、特急料金：1,810円
　バス代（尾瀬横断バス乗車券）：4,940円、

宿泊費：9,000円(1泊2食)

その他：　反省会(沼山峠休憩所にて)　2,000円　(尚、残金の約9,000円はＩＭＣにて保管)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計：約　25,760円　

	所感ほか
	1 2日間快晴に恵まれ、トレッキングコースには全く雪もなく、素晴しい尾瀬ヶ原・尾瀬沼横断トレッキングを満喫できた。今回目的としていた水芭蕉は、例年より10日～2週間開花が早く、尾瀬ヶ原は最盛期を過ぎていたが、日陰では清楚で可憐な花を咲かせており、その存在感を主張していた。尾瀬沼は尾瀬ヶ原より高度が200ｍ以上高いので水芭蕉の群生地はその名残があったので、所期の目的は十分達成できたように思う。また、他にも初夏を彩るﾀﾃﾔﾏリンドウ､ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ、ﾘｭｳｷﾝｶ、ﾐﾂｶﾞｼﾜ、ｼﾗﾈｱｵｲ、ﾋﾒｼｬｸﾅｹﾞ等がそれぞれの個性を主張していた。
2 尾瀬ヶ原と至仏山、尾瀬沼と燧ヶ岳の絶妙に調和した景色は我々に感動と癒しをもたらしてくれた。
3 初日は鳩待峠からの下りと尾瀬ヶ原の平坦な木道歩きでほぼ計画通りであったが、2日目は4～500ｍの登りを考慮し40分出発を早めたし、先導者のペース配分と全員の体調も良かったので、沼山峠へは1.5時間以上早く到着した。それ故、参加者の意見を踏まえ、早目の帰宅を目指し、尾瀬沼山峠休憩所でビール・お酒・つまみ等を調達し、ここのテラスで反省会を実施した。お蔭で1時間程度早く帰宅できた。
4 今回はオープン山行に相応しく、全員が無理なく山行を楽しむことが出来たと思う。今後も多くの方に参加いただける魅力的な企画に心掛けたいと思います。

	一口アドバイス
	1 尾瀬横断トレッキング（鳩待峠⇔沼山峠）には“尾瀬横断バス乗車券”が割安で一回途中下車ができ便利である。
2 入浴・反省会は桧枝岐村の「アルザ尾瀬の郷/水芭蕉」でも可能だが、会津高原尾瀬口駅界隈の「夢の湯」や「憩の家」での実施も要検討。
	情報入手先電話番号等

	
	
	観光案内：みなかみ町観光協会：0278-62-0401 
「尾瀬横断バス乗車券」の発売所
宿泊場所；桧枝岐小屋；090-3405-6460
入浴：お宿　夢の湯(日帰り入浴)：0241-66-3131
反省会：尾瀬沼山峠休憩所


